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会
員
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
本

県
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
な
ら
び
に
青
少

年
育
成
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
議
論
を
重
ね
て
き
た
「
部
活

動
の
地
域
移
行
」
は
、今
や
具
体
的
な
「
地

域
展
開
」の
フ
ェ
ー
ズ
へ
と
進
み
ま
し
た
。

茨
城
県
内
に
お
き
ま
し
て
も
、
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
学
校
と
の
連
携
・
協
働

の
も
と
、
よ
り
多
様
で
質
の
高
い
ス
ポ
ー

ツ
環
境
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
が
着

実
に
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
指
導
現
場
に
お
け
る
環
境
の
変
化
や

指
導
体
制
の
構
築
、
ニ
ー
ズ
の
細
分
化
な

ど
、
今
な
お
模
索
が
続
い
て
い
る
こ
と
も

事
実
で
す
。

　

さ
ら
に
、日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（JSPO

）

に
お
い
て
も
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
制
度

の
見
直
し
や
新
規
定
の
導
入
な
ど
、
時
代

に
合
わ
せ
た
新
た
な
取
り
組
み
が
示
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
変
革
の
時

代
に
お
い
て
最
も
重
要
な
の
は
、
子
ど
も

た
ち
の
安
心
・
安
全
を
第
一
に
守
り
な
が

ら
、
彼
ら
が
「
自
ら
考
え
、
挑
戦
す
る
本

物
の
力
」を
引
き
出
す
指
導
の
実
践
で
す
。

た
だ
競
技
技
術
を
教
え
る
に
と
ど
ま
ら

ず
、
仲
間
と
共
に
喜
怒
哀
楽
を
分
か
ち
合

い
、
主
体
的
・
対
話
的
に
学
ぶ
喜
び
を
伝

え
る
こ
と
こ
そ
、
現
代
の
指
導
者
に
求
め

ら
れ
る
本
質
的
な
役
割
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

本
協
議
会
に
は
、
種
目
の
垣
根
を
越
え

て
培
っ
て
き
た
強
い
絆
と
、
公
認
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
と
し
て
の
高
い
専
門
性
・
熱
意

を
持
っ
た
素
晴
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー
が
揃
っ

て
お
り
ま
す
。
制
度
や
環
境
が
変
わ
ろ
う

と
も
、
私
た
ち
自
身
が
変
化
に
し
な
や
か

に
対
応
し
、
研
鑽
を
重
ね
な
が
ら
進
化
し

続
け
る
姿
勢
が
大
切
で
す
。
一
人
で
悩
む

こ
と
な
く
、
地
域
の
会
員
同
士
で
深
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
お
互
い
を

高
め
合
え
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
築
い
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
人
を
つ
な
ぎ
、
地
域

を
元
気
に
し
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
明

る
く
照
ら
す
大
き
な
力
が
あ
り
ま
す
。
老

若
男
女
誰
も
が
笑
顔
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

め
る
豊
か
な
茨
城
の
未
来
を
目
指
し
、
皆

さ
ま
と
共
に
楽
し
く
、
そ
し
て
力
強
く
歩

み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
茨
城
教
育
セ
ン
タ
ー

に
て
水
戸
地
区
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。（
受
講
者
94
名
）
講
師
に
新
井

正
道
氏
（（
一
社
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー

チ
ン
グ
協
会
）、
小
山
佳
恵
氏
（ForC 

International LLC 

代
表
）
を
お
招
き

し
、
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
井
氏
に
は
「
ス
ポ
ー
ツ
現
場
で
関
係

性
を
高
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ

ル
」、
小
山
氏
に
「
楽
し
く
夢
中
に
さ
せ
、

可
能
性
を
伸
ば
す
育
て
方
～
ア
メ
リ
カ
式

メ
ン
タ
ル
コ
ー
チ
ン
グ
法
～
」
と
題
し
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
研
修
会
も
研
究
協
議
な
ど
も

交
え
有
意
義
な
研
修
会
で
し
た
。

部
活
動
の
「
展
開
」
期
を
迎
え
て

部
活
動
の
「
展
開
」
期
を
迎
え
て

―
地
域
で
育
む
ス
ポ
ー
ツ
の
未
来
と
指
導
者
の
役
割
―

―
地
域
で
育
む
ス
ポ
ー
ツ
の
未
来
と
指
導
者
の
役
割
―

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
　
会
長
　

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
　
会
長
　
鈴
　
木
　
孝
　
子

鈴
　
木
　
孝
　
子

　

令
和
８
年
７
月
26
日
（
日
）
茨
城
大
学

水
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
全
県
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。（
受
講
者
１
４
３
名
）

　

講
師
に
松
井
陽
子
氏
（
仙
台
大
学
准
教

授
）、
合
田
雄
治
郎
氏
（
合
田
綜
合
法
律

事
務
所
）
を
お
招
き
し
、
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

松
井
氏
に
は
「
プ
レ
ー
ヤ
ー
ズ
セ
ン

タ
ー
ド
な
コ
ー
チ
ン
グ
～
「
や
る
気
を
引

き
出
す
コ
ー
チ
ン
グ
実
践
～
」、
合
田
氏

に
は
「
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
お
け
る
法
的
問

題
に
つ
い
て
」
と
題
し
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
９
月
６
日
（
日
）
に
は
水
戸
市

令
和
８
年
度 

研
修
会
開
催
報
告
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県
西
支
部
推
薦

　

桜
川
市

金 
子 

元 

則

　

こ
の
度
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
功
労
賞
を

賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

ご
推
薦
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
長
き
に
わ
た

り
活
動
を
共
に
し
て
く
れ
た
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
１
９
７
０
年
に
旧
真
壁
町
に
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
を
立
上
げ
組
織
化
い
た
し
ま

し
た
。

　

ス
キ
ー
人
口
の
拡
大
と
指
導
者
の
育
成

及
び
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
両
輪
に
活
動
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
１
９
９
０
年
全
国
ス

キ
ー
連
盟
の
指
導
者
資
格
を
取
得
後
は
、

ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
発
掘
、
育
成
に

力
を
注
ぎ
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ら
で

は
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
仲
間
と
と
も
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
り
な
が
ら
、
の
活
動
は

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
と
し
て
町
民
の
要
望
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

三
町
村
合
併
後
、
桜
川
市
教
育
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
が
主
催
す
る
「
小
学
生

親
子
ス
キ
ー
教
室
」
は
毎
年
継
続
し
て
実

施
さ
れ
、楽
し
く
人
気
の
あ
る
講
習
会
で
、

私
た
ち
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
が
コ
ー
チ
役

を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
「
全
国
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟

公
認
一
級
指
導
士
」
を
取
得
後
、「
い
つ

で
も
・
だ
れ
で
も
・
ど
こ
で
も
」
で
き
る

ラ
ジ
オ
体
操
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

最
近
「
じ
つ
は
す
ご
い
！
科
学
的
に
証

明
さ
れ
た
本
当
の
ラ
ジ
オ
体
操
」
と
い
う

本
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。著
者
は
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
で
お
馴
染
み
の
全
国
ラ
ジ
オ
体
操

連
盟
指
導
員
で
あ
り
理
事
長
の
鈴
木
大
輔

先
生
で
す
。
納
得
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
ば
か

り
で
「
継
続
は
力
な
り
」
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
ス
キ
ー
を
通
し
て
青
少
年
育
成

に
貢
献
す
る
と
共
に
、
ラ
ジ
オ
体
操
・
み

ん
な
の
体
操
を
日
常
に
取
り
入
れ
、
健
康

増
進
に
役
立
つ
こ
と
を
願
い
、
普
及
活
動

を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

受
賞
に
際
し
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
、

こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
功
労
賞

受
賞
者
紹
介

中
央
支
部
推
薦

　

大
子
町

金 

沢
　
泉

　

こ
の
度
令
和
８
年
度
茨
城
県
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
協
議
会
の
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

を
頂
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ご
推
薦
い
た
だ
い
た
皆

様
に
は
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
小
学
生
か
ら

は
じ
め
て
中
学
生
で
野
球
に
転
向
し
そ

の
後
、
社
会
人
に
な
り
野
球
と
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
続
け
、
そ
の
間
肩
を
壊
し
た

り
し
な
が
ら
59
歳
で
シ
ニ
ア
チ
ー
ム
に

加
入
し
現
在
も
選
手
兼
指
導
員
と
し
て

プ
レ
ー
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

指
導
員
は
、
２
０
１
７
年
に
取
得
し

チ
ー
ム
の
仲
間
と
毎
週
土
曜
、
日
曜
と

練
習
し
な
が
ら
故
障
を
し
な
い
よ
う

個
々
の
長
所
を
伸
ば
す
こ
と
を
考
え
、

一
人
一
人
の
レ
ベ
ル
を
向
上
す
る
事
が

チ
ー
ム
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
と
思
い
活
動
を
続
け
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
結
果
も
あ
り
チ
ー
ム
は

２
０
２
３
年
愛
媛
県
主
催
の
全
国
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
に
茨
城
県
代
表
と
し
て
出

場
す
る
事
が
で
き
良
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
、
こ
れ
か
ら
何
歳
ま
で
出
来
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
健
康
に
気
を
つ
け
選

手
兼
指
導
者
と
し
て
、
茨
城
県
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
協
議
会
の
研
修
会
に
参
加
し
継

続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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令和７年度本協議会収支決算報告書　（令和７年４月１日～令和８年３月 31 日）
収入の部 （単位：円）

項　　　　　目 本年度予算額 本年度決算額 比 較 増 減 備                         考
１）　会  員  会  費 1,800,000 1,582,371 △ 217,629 536 名（新規入会・会員更新）
２）　研 修 会 新 規 会 員 会 費 0 507,000 507,000 169 名（全県・中央地区・県西地区・鹿行地区）
３）　補    助    金 200,000 200,000 0 茨城県スポーツ協会（令和 7 年度）
４）　繰    越    金 1,337,431 1,337,431 0 前年度繰越金（令和 6 年度）
５）　雑    収    入 2,569 22,655 20,086 利息・返金・その他等

合　　　　計 3,340,000 3,649,457 309,457
支出の部 （単位：円）

項　　　　　目 本年度予算額 本年度決算額 比 較 増 減 備                         考
１）　会    議    費 210,000 120,439 △ 89,561

総       会 50,000 25,640 △ 24,360 切手・事務品・飲料・会場使用・表彰・監査等
常 任 理 事 会 30,000 21,008 △ 8,992 切手・事務品・飲料・会場使用等
理   事   会 30,000 29,685 △ 315 切手・事務品・飲料・会場使用等
総 務 委 員 会 20,000 12,497 △ 7,503 切手・事務品・飲料・会場使用・手当等
研 修 委 員 会 50,000 24,304 △ 25,696 切手・事務品・飲料・会場使用・手当等
広 報 委 員 会 30,000 6,969 △ 23,031 切手・事務品・飲料・会場使用・手当等

２）　事    務    費 1,250,000 972,347 △ 277,653
旅 　   　 費 400,000 300,470 △ 99,530 各種会議等
業 務 委 託 費 100,000 100,000 0 会長・事務局長・事務局員・会計
消  耗  品  費 180,000 196,115 16,115 事務用品・コピー紙・ラベル・インク・その他等
食   料   費 30,000 6,000 △ 24,000 事務局・会計監査等
印 刷 コ ピ ー 費 130,000 89,100 △ 40,900 封筒印刷・カード印刷・会議資料コピー等
通   信   費 380,000 266,070 △ 113,930 切手・ゆうパック
備   品   費 30,000 14,592 △ 15,408 ソフト・メモリー・付属品・ゴム印等

３）　事    業    費 500,000 450,482 △ 49,518
会 報 印 刷 費 400,000 380,600 △ 19,400 会報第 91 号・92 号印刷製本
会 報 発 送 費 30,000 12,870 △ 17,130 会報第 91 号・92 号発送
研  修  会  費 50,000 57,012 7,012 研修会（全県研修・地区研修）諸経費
派   遣   費 20,000 0 △ 20,000 関ブロ会議派遣・全国全体会議派遣

４）　支 部 活 動 費 1,056,220 1,187,590 131,370
県 北 活 動 費 129,160 132,990 3,830 実務研修・支部会報・会報発送
水 戸 活 動 費 113,180 131,930 18,750 救命講習・支部便り・会報発送
中 央 活 動 費 206,100 238,050 31,950 中央地区研修・救命講習・支部便り・会報発送
鹿 行 活 動 費 160,320 175,090 14,770 鹿行地区研修・講演研修・救命講習・支部便り・会報発送
県 南 活 動 費 268,600 302,950 34,350 支部便り・会報発送
県 西 活 動 費 178,800 206,580 27,780 県西地区研修・救命講習・支部便り・会報発送

５）　負    担    金 10,000 0 △ 10,000 関東ブロックスポーツ指導者協議会
６）　雑         費 170,000 115,230 △ 54,770 手数料・発送作業・その他等
７）　予    備    費 153,780 70,259 △ 83,521 グークルワークスペース導入サポート

合　　　　計 3,340,000 2,916,347 △ 423,653

収  入  合  計 3,340,000 3,649,457
支  出  合  計 3,340,000 2,916,347
差  引  残  金 0 733,110

収入の部 （単位：円）
項　　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 備                         考

１）　会 員 会 費 1,980,000 1,800,000 180,000 660 名（新規入会・会員更新）　
２）　研 修 会 新 規 会 員 会 費 540,000 0 540,000 180 名（全県・水戸地区・県南地区・県北地区）　
３）　補 助 金 200,000 200,000 0 茨城県スポーツ協会（令和８年度）
４）　繰 越 金 733,110 1,337,431 △604,321 前年度繰越金（令和７年度）
５）　雑 収 入 16,890 2,569 14,321 利息・返金・その他

　合　　　　計 3,470,000 3,340,000 130,000
支出の部 （単位：円）

項　　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 備                         考
１）　会 議 費 1,106,650 210,000 896,650

総 会 140,000 50,000 90,000 切手・事務品・会場・表彰・監査・旅費他（日当は除く）
常 任 理 事 会 281,200 30,000 251,200 切手・事務品・会場・日当・旅費他
理 事 会 216,000 30,000 186,000 切手・事務品・会場・日当・旅費他（第１回の日当は除く）
総 務 委 員 会 166,000 20,000 146,000 印刷コピー・会場・日当・旅費・手当他
研 修 委 員 会 155,220 50,000 105,220 印刷コピー・会場・日当・旅費・手当他
広 報 委 員 会 148,230 30,000 118,230 印刷コピー・会場・日当・旅費・手当他

２）　事 務 費 660,000 1,250,000 △590,000
旅 　 　 費 0 400,000 △400,000 計画以外の会議等
業 務 委 託 費 100,000 100,000 0 会長・事務局長・会計・事務局員
消 耗 品 費 170,000 180,000 △10,000 コピー紙・ラベル・インク・事務用品他
食 料 費 10,000 30,000 △20,000 会計監査他
印 刷 コ ピ ー 費 90,000 130,000 △40,000 封筒印刷・カード印刷・各種資料コピー他
通 信 費 270,000 380,000 △110,000 切手・ゆうパック
備 品 費 20,000 30,000 △10,000 ソフト・メモリー・付属品他

３）　事 業 費 432,000 500,000 △68,000
会 報 印 刷 費 352,000 400,000 △48,000 会報第 93 号・94 号印刷製本
会 報 発 送 費 30,000 30,000 0 会報第 93 号・94 号県外地区発送
研 修 会 費 40,000 50,000 △10,000 研修会諸経費
派 遣 費 10,000 20,000 △10,000 全国全体会議派遣・関東ブロック会議派遣

４）　支 部 活 動 費 1,139,660 1,056,220 83,440
県 北 活 動 費 142,020 129,160 12,860 県北地区研修・実務研修・支部会報・会報発送
水 戸 活 動 費 150,980 113,180 37,800 水戸地区研修・救命講習・支部便り・会報発送
中 央 活 動 費 207,540 206,100 1,440 実務研修・救命講習・支部便り・会報発送
鹿 行 活 動 費 139,420 160,320 △20,900 講演研修・救命講習・支部便り・会報発送
県 南 活 動 費 314,000 268,660 45,340 県南地区研修・救命講習・支部便り・会報発送
県 西 活 動 費 185,700 178,800 6,900 実務研修・救命講習・支部便り・会報発送

５）　負 担 金 0 0 0 関東ブロックスポーツ指導者協議会
６）　雑 費 110,000 170,000 △60,000 振込手数料・発送作業・その他
７）　予 備 費 21,690 153,780 △132,090

　合　　　　計 3,470,000 3,340,000 130,000

収 入 合 計 3,470,000 3,340,000 　　　　
支 出 合 計 3,470,000 3,340,000
差 引 残 金 0 0

※上記のとおりご報告いたします。
　なお、差引き残金は令和８年度本協議会収支予算書に繰越しいたします。

令和８年４月１日
茨城県スポーツ指導者協議会　会長　鈴　木　孝　子

令和８年４月１日
茨城県スポーツ指導者協議会　会長　鈴　木　孝　子

令和８年度本協議会収支予算書　（令和８年４月１日～令和９年３月 31 日）

※上記のとおりご提案いたします。



5 茨城県スポーツ指導者協議会会報 第 93号

令和８年度　本協議会事業計画書
１、方　　　針

１）　地域住民のスポーツ活動のニーズに対応して、生涯にわたるス
ポーツ活動への協力と支援を通じてスポーツ指導者の社会的地位
向上に努める。

２）　資格保有者相互の親睦と連携に努めて、指導者として資質や指導
力の向上を図り、スポーツ活動の推進に努める。

３）　公認スポーツ指導者が、本協議会に会員入会（新規入会・更新入
会）の促進を積極的に推進する。

２、目　　　標
１）　本協議会の組織充実を図る。

①本協議会の組織体制を図り、支部組織の充実に努める。
②市町村及び競技団体との連携・協調に努める。
③有資格者の会員入会（新規入会及び更新入会）の促進を積極的に

推進する。
２）更新研修会（全県研修・地区研修）を開催して、資質と指導力の

向上を図る。
３）普及広報活動を充実させて、交流と情報交換を図る。
４）公益財団法人茨城県スポーツ協会及び市町村スポーツ協会事業へ

の協力体制を充実させる。
５）競技団体との連携強化を図る。

３、事　　　業
１）	 令和８年度公益財団法人茨城県スポーツ協会事業協力

①令和８年度茨城県スポーツ指導者研修会・全県研修会
⑴期　　日　　令和８年７月 26 日（日）

　　　　　　　　　午前９時 30 分受付・午前 10 時開会～
　　　　　　　　　午後２時 50 分閉会

⑵会　　場　　水戸市・茨城大学水戸キャンパス人文社会科学部
　　　　　　　講義棟 10 番教室
⑶参 加 料　　会員 1,000 円・未会員 4,000 円
⑷参加定員　　200 名
⑸主　　催　　（公財）茨城県スポーツ協会・茨城県スポーツ指導者協議会
⑹主　　管　　研修委員会
⑺運営委員　　14 名（本部役員４名・研修委員 10 名）
⑻講演内容　　講演Ⅰ・プレイヤーズセンタードなコーチング
　　　　　　　講演Ⅱ・スポーツ指導における法的問題について
⑼講　　師　　講演Ⅰ・松井陽子 氏（仙台大学准教授・（公財）
　　　　　　　　　　　全日本スキー連盟公認スキー準指導員）

　　　　　　　　　講演Ⅱ・合田雄治郎 氏（合田総合法律事務所
代表弁護士）

②令和８年度茨城県スポーツ指導者研修会・水戸地区研修会
⑴期　　日　　令和８年９月６日（日）
　　　　　　　午前９時 30 分受付・午前 10 時開会～
　　　　　　　午後２時 50 分閉会
⑵会　　場　　水戸市・ＪＡグループ茨城教育センター２階大会議室
⑶参 加 料　　会員 1,000 円・未会員 4,000 円
⑷参加定員　　86 名
⑸主　　催　　（公財）茨城県スポーツ協会・茨城県スポーツ指導者協議会
⑹主　　管　　水戸支部
⑺運営委員　　12 名（本部役員２名・水戸支部役員 10 名）
⑻講演内容　　講演Ⅰ・スポーツ現場で関係性を高めるコミュニケーションスキル
　　　　　　　講演Ⅱ・楽しく夢中にさせ、可能性を伸ばす育て方
⑼講　　師　　講演Ⅰ・新井正道 氏 

（一般社団法人日本スポーツコーチング協会）
　　　　　　　講演Ⅱ・小山佳恵 氏 （For C InternationaI,LLC 代表）

・全米女子プロゴルフ協会A級
③令和８年度茨城県スポーツ指導者研修会・県南地区研修会

⑴期　　日　　令和８年 11 月８日（日）
　　　　　　　午前９時 30 分受付・午前 10 時開会～
　　　　　　　午後２時 50 分閉会
⑵会　　場　　阿見町・本郷ふれあいセンター１階ホール
⑶参 加 料　　会員 1,000 円・未会員 4,000 円
⑷参加定員　　200 名
⑸主　　催　　（公財）茨城県スポーツ協会・茨城県スポーツ指導者協議会
⑹主　　管　　県南支部
⑺運営委員　　12 名（本部役員２名・県南支部役員 10 名）
⑻講演内容　　講演Ⅰ・自分と選手と向き合うスポーツコミュニケーション
　　　　　　　講演Ⅱ・なぜ「もっと右」でうごかないのか
⑼講　　師　　講演Ⅰ・岩上紋子 氏 

（一般社団法人日本スポーツコーチング協会）
　　　　　　　講演Ⅱ・茂木ゆういち 氏

 （ホット・コミュニケーションズ代表）
④令和８年度茨城県スポーツ指導者研修会・県北地区研修会

⑴期　　日　　令和９年２月７日（日）
　　　　　　　午前９時 30 分受付・午前 10 時開会～
　　　　　　　午後２時 50 分閉会
⑵会　　場　　常陸太田市・交流センターふじ
⑶参 加 料　　会員 1,000 円・未会員 4,000 円
⑷参加定員　　100 名
⑸主　　催　　（公財）茨城県スポーツ協会・茨城県スポーツ指導者協議会
⑹主　　管　　県北支部
⑺運営委員　　12 名（本部役員２名・県北支部役員 10 名）

⑻講演内容　　講演Ⅰ・自分そして選手と向き合うスポーツコミュニケーション
　　　　　　　講演Ⅱ・「スポハラ」を知る・学・防ぐ
⑼講　　師　　講演Ⅰ・岩上紋子 氏

 （一般社団法人日本スポーツコーチング協会）
　　　　　　　講演Ⅱ・峰　淳一 氏 （茨城県スポーツ少年団常任委員）

・古河市スポーツ少年団本部長
２） 令和８年度本協議会会報発行

①会報第 93 号発行
⑴ページ数　　10 ぺージで 3,200 部発行予定
⑵原稿依頼　　令和８年７月 15 日～８月 20 日予定
⑶発 行 日　　令和８年９月 15 日（10 月 16 日配付予定）
⑷配 付 先　　６支部会員・県外会員及び新規入会会員・茨城県
　　　　　　　スポーツ協会

②会報第 94 号発行
⑴ページ数　　10 ぺージで 3,200 部発行予定
⑵原稿依頼　　令和９年１月 15 日～２月 20 日予定
⑶発 行 日　　令和９年３月 15 日（３月 19 日配付予定）
⑷配 付 先　　６支部会員・県外会員及び新規入会会員・茨城県
　　　　　　　スポーツ協会

３）令和８年度公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者表
彰推薦者
⑴県北支部・推薦者なし	 ⑸県南支部・推薦者辞退
⑵水戸支部・推薦者なし	 ⑹県西支部・金子元則様推薦
⑶中央支部・武石良男様推薦	 ⑺常任理事会・推薦者なし
⑷鹿行支部・推薦者なし

４）令和８年度茨城県スポーツ指導者協議会表彰推薦者（功労賞）
⑴県北支部・推薦者なし	 ⑸県南支部・推薦者辞退
⑵水戸支部・推薦者なし	 ⑹県西支部・金子元則様推薦
⑶中央支部・金沢泉様推薦	 ⑺常任理事会・推薦者なし
⑷鹿行支部・推薦者なし

５） 令和８年度本協議会各種会議等開催計画
①令和８年度本協議会総会
　日　時　令和８年４月 24 日（金）午前９時 30 分開会
　会　場　笠間市・友部公民館二階大会議室（３月７日施設利用許可済）
②令和８年度常任理事会（４回計画／年）
　第１回常任理事会
　　日　時　令和８年６月26日（金）午前９時30分開会
　　会　場　笠間市・友部公民館二階小会議室（３月７日施設利用許可済）
　第２回常任理事会
　　日　時　令和８年10月16日（金）午前９時30分開会
　　会　場　笠間市・友部公民館二階小会議室
　第３回常任理事会
　　日　時　令和９年２月12日（金）午前９時30分開会
　　会　場　笠間市・友部公民館二階小会議室
　第４回常任理事会
　　日　時　令和９年３月19日（金）午前９時30分開会
　　会　場　笠間市・友部公民館二階小会議室
③令和８年度理事会（２回計画／年）
　第１回理事会
　　日　時　令和８年４月 17 日（金）午前９時 30 分開会
　　会　場　笠間市・友部公民館二階小会議室（３月７日施設利用許可済）
　第２回理事会
　　日　時　令和９年３月５日（金）午前９時 30 分開会
　　会　場　笠間市・友部公民館二階小会議室
④令和７年度会計監査
　　日　時　令和８年４月５日（日）午後３時 00 分～５時 10 分
　　会　場　古河市・総和地域交流センター１階創作室（中央公民館隣り）
　　　　　　（２月27日施設利用許可済）
⑤専門委員会

⑴総務委員会（３回計画／年）
　第１回総務委員会

　　　令和８年６月20日（土） 午前９時30分開会（４月３日施設利用許可済）
　第２回総務委員会
　　令和８年 10 月３日（土） 午前９時 30 分開会
　第３回総務委員会
　　令和８年１月 23 日（土） 午前９時 30 分開会
　　会　場　笠間市・友部公民館一階創作室
⑵研修委員会（３回計画／年）

第１回研修委員会
　日　時　令和８年５月　　日（　）午後１時 30 分開会
　会　場　水戸市・茨城県水戸生涯学習センター分館
第２回研修委員会
　日　時　令和８年７月　　日（　）午後１時 30 分開会
　会　場　水戸市・茨城大学水戸キャンパス
第３回研修委員会
　日　時　令和８年８月　　日（　）午後１時 30 分開会
　会　場　笠間市・友部公民館

⑶広報委員会（３回計画／年）
第１回広報委員会・令和８年６月下旬予定
第２回広報委員会・令和８年９月下旬予定
第３回広報委員会・令和９年２月下旬予定

　　　　　　　　　　　会　場　水戸市・上中妻市民センター１階会議室
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味
で
は
な
く
、プ
レ
ー
ヤ
ー
を
中
心
に
、

指
導
者
、
保
護
者
、
ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど
ス

ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
人
（々
ア
ン
ト
ラ
ー
ジ
ュ
）

が
相
互
に
関
わ
り
な
が
ら
、
全
体
の
成
長
と

W
ell-being

（
よ
り
良
い
状
態
・
幸
福
）
を

目
指
す
考
え
方
で
す
（
図
）。「
ア
ン
ト
ラ
ー

ジ
ュ
」
と
は
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
取
り
巻
く
指

導
者
、保
護
者
、ト
レ
ー
ナ
ー
、医
療
ス
タ
ッ

フ
な
ど
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
支
え
る
人
々
を
指

し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
本
来
、
自
ら
「
や
り
た
い
」

と
思
っ
て
取
り
組
む
も
の
で
あ
り
、
そ
の
楽

し
さ
が
原
点
に
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
勝

利
や
競
技
力
の
向
上
を
目
指
し
て
真
剣
に
取

り
組
む
こ
と
も
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
で
す
。
し

か
し
、
結
果
だ
け
を
追
い
求
め
る
あ
ま
り
、

プ
レ
ー
ヤ
ー
が
指
導
者
の
指
示
に
従
う
だ
け

に
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
自
ら
考
え
、
判
断

し
、
行
動
す
る
力
を
育
て
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
本
研
修
で
は
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
ズ
セ
ン

タ
ー
ド
の
考
え
方
を
踏
ま
え
、
プ
レ
ー
ヤ
ー

の
主
体
性
を
引
き
出
す
コ
ー
チ
ン
グ
に
つ
い

て
、
ワ
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
考
え
ま
し
た
。

　

ま
ず
、「
プ
レ
ー
ヤ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
ド
・

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
用
い
て
、
参

加
者
自
身
に
現
在
の
コ
ー
チ
ン
グ
を
振
り

返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
頃
は
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
課
題
に
目
が
向
き
が
ち
で
す
が
、

コ
ー
チ
自
身
が
自
ら
の
関
わ
り
方
を
見
つ
め

直
し
、
学
び
続
け
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と
の
重

要
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
主
体
性
を
引
き
出
す
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、「
指
示
」「
提
案
」「
質

問
」「
委
譲
」
と
い
う
四
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
紹
介
し
ま
し
た
。
ど
の
方
法
が
常
に
正
し

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
の

経
験
や
状
況
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
中
で
も
質
問
は
、
相
手
の

考
え
や
感
覚
を
引
き
出
し
、
自
ら
答
え
を
見

つ
け
る
こ
と
を
支
え
る
重
要
な
手
段
で
す
。

　

研
修
で
は
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
ク
エ
ス
チ
ョ
ン

と
オ
ー
プ
ン
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
を
用
い
た
ワ
ー

ク
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
質
問
の

仕
方
に
よ
っ
て
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
思
考
や
気
づ

き
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。「
答
え
を
教
え

る
」
の
で
は
な
く
、「
答
え
を
引
き
出
す
」

こ
と
も
、
コ
ー
チ
に
求
め
ら
れ
る
大
切
な
役

割
で
す
。

　

研
修
の
中
で
は
、「
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
練
習

し
な
い
」「
や
り
た
が
ら
な
い
」
と
い
う
指

導
者
の
悩
み
も
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
本
来
ス
ポ
ー
ツ
は
、
自
ら
「
や
り
た
い
」

と
思
っ
て
取
り
組
む
も
の
で
す
。
無
理
に
や

ら
せ
る
こ
と
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

方
で
、
や
り
た
い
こ
と
だ
け
に
取
り
組
ん
で

い
て
は
競
技
力
の
向
上
に
つ
な
が
ら
な
い
場

面
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
コ
ー
チ
に

は
、「
こ
の
練
習
を
す
る
と
も
っ
と
上
手
く

な
れ
る
」「
も
っ
と
強
く
な
れ
る
」「
も
っ
と

ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
く
な
る
」
と
い
う
こ
と
を

プ
レ
ー
ヤ
ー
自
身
が
理
解
し
、
納
得
し
て
取

　
令和８年　茨城県スポーツ指導者研修会

全県研修会 令和８年７月 26 日（日）於：茨城大学水戸キャンパス

「プレーヤーズセンタードなコーチング」から考える、
　　　　これからの指導者の役割

《講演Ⅰ》
講師　仙台大学 准教授

松井　陽子

出典：日本スポーツ協会HP
https://www.japan-sports.or.jp/coach/tabid58.html
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の
「
も
っ
と
や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
を
育
て
ま
す
。

　

今
回
、
約

100
名
の
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
の
指

導
者
の
皆
さ
ま
が
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
メ

モ
を
取
り
、
ワ
ー
ク
に
も
楽
し
く
参
加
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
競
技
は
違
っ
て
も
、「
選

手
を
よ
り
よ
く
育
て
た
い
」
と
い
う
指
導
者

の
想
い
に
は
多
く
の
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。

私
自
身
も
大
き
な
刺
激
を
い
た
だ
き
、
学
び

の
多
い
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
が
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
尊

重
し
、
楽
し
さ
と
笑
顔
を
通
し
て
可
能
性
を

引
き
出
す
た
め
の
ヒ
ン
ト
と
な
れ
ば
幸
い
で

す
。

ヨ
ッ
シ
ー
小
山
（
小
山
佳
恵
）

合
同
会
社F

o
r
 
C
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 

代
表

全
米
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会

 

Ａ
級
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

全
米
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会

 

ト
ッ
プ
50
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

全
米
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会

　

グ
ロ
ー
バ
ル
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム

２
０
２
４
―

25

　

全
米
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会 

国
際
部
門 

会
長

２
０
２
０　

米
ゴ
ル
フ
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

　

世
界
の
ベ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ

２
０
１
８　

全
米
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会

　

国
際
部
門 

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー

２
０
１
６
―

17
＆
24

　

全
米
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会

　

国
際
部
門 

ジ
ュ
ニ
ア
指
導
者
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー

Ｔ
Ｐ
Ｉ　

ゴ
ル
フ
レ
ベ
ル
３
、

　
　
　
　

ジ
ュ
ニ
ア
レ
ベ
ル
３
資
格

　

フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ー
ス
ト
ゴ
ル
フ
ジ
ャ
パ
ン

　

ヘ
ッ
ド
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

F
a
c
e
b
o
o
k

I
n
s
t
a
g
r
u
m

ヨ
ッ
シ
ー
小
山
のB

l
o
g

　

私
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｌ
Ｐ
Ｇ
Ａ
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
プ

ロ
と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
ツ
ア
ー
プ
ロ
ま
で

幅
広
い
層
へ
の
ゴ
ル
フ
指
導
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
通
し
て
感
じ
て
い
る

の
は
、
人
は
「
楽
し
い
」
と
感
じ
た
と
き
に

自
ら
夢
中
に
な
り
、
本
来
持
っ
て
い
る
力
や

可
能
性
を
大
き
く
伸
ば
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

今
回
の
講
演
で
は
、「
楽
し
く
夢
中
に
さ

せ
、
可
能
性
を
伸
ば
す
育
て
方
」
を
テ
ー
マ

に
、
競
技
種
目
を
問
わ
ず
活
用
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
メ
ン
タ
ル
指
導
に
つ

い
て
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
考
え
ま

し
た
。

　

ま
ず
お
伝
え
し
た
の
は
、
指
導
の
出
発
点

は
「
自
分
を
知
る
こ
と
」、
そ
し
て
「
相
手

と
の
違
い
を
知
る
こ
と
」
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
指
導
者
が
よ
い
と
思
う
伝
え
方
が
、
す

べ
て
の
選
手
に
同
じ
よ
う
に
届
く
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
言
葉
や
理
論
を
順
序
立
て
て
理
解

す
る
人
、
映
像
や
動
き
か
ら
全
体
像
を
つ
か

む
人
、
実
際
に
身
体
を
動
か
す
こ
と
で
理
解

を
深
め
る
人
な
ど
、
物
事
の
捉
え
方
や
学
び

方
は
一
人
ひ
と
り
異
な
り
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
回
る
ダ
ン
サ
ー
の
映
像
や
簡

単
な
質
問
を
使
い
、
右
脳
・
左
脳
の
傾
向
や
、

Ｖ
Ａ
Ｋ
と
呼
ば
れ
る
視
覚
・
聴
覚
・
体
感
の

学
習
ス
タ
イ
ル
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
同
じ
映
像
を
見
て
も
回
転
方
向
が
違
っ

て
見
え
た
り
、「
海
」
と
い
う
言
葉
か
ら
思

い
浮
か
べ
る
も
の
が
、
景
色
、
波
の
音
、
砂

浜
の
感
触
と
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
り
し
ま

す
。
私
た
ち
は
同
じ
も
の
を
見
聞
き
し
て
い

て
も
、
受
け
取
り
方
が
違
う
こ
と
を
実
感
し

て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

選
手
の
タ
イ
プ
を
知
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
伝
え
方
の
選
択
肢
が
増
え
ま
す
。
視
覚

的
に
理
解
し
や
す
い
選
手
に
は
動
き
や
映
像

で
、
聴
覚
を
重
視
す
る
選
手
に
は
言
葉
や
リ

ズ
ム
で
、
体
感
を
大
切
に
す
る
選
手
に
は
実

際
の
感
覚
を
通
し
て
伝
え
る
。
相
手
に
合
わ

せ
て
言
葉
や
方
法
を
変
え
る
こ
と
で
、
理
解

が
深
ま
り
、
指
導
者
と
選
手
の
信
頼
関
係
も

築
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、選
手
の
自
信
を
育
て
る
た
め
に
は
、

結
果
や
欠
点
だ
け
を
見
る
の
で
は
な
く
、
ま

ず
「
で
き
て
い
る
こ
と
」
を
認
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
私
は
指
導
の
際
、「Good

・

Better

・H
ow

」
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
最

初
に
良
か
っ
た
点
を
伝
え
、
次
に
も
っ
と
よ

く
な
る
部
分
を
示
し
、
最
後
に
「
ど
う
す
れ

ば
で
き
る
か
」
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。
可
能

性
に
目
を
向
け
た
言
葉
が
、
選
手
の
次
の
挑

戦
へ
の
意
欲
を
引
き
出
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
笑
顔
が
身
体
に
及
ぼ
す
影
響
を

体
感
す
る
実
践
も
行
い
ま
し
た
。笑
顔
、怒
っ

た
顔
、
悲
し
い
顔
、
泣
き
顔
を
つ
く
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
表
情
で
身
体
に
力
を
加
え
て
体
幹

の
安
定
性
を
比
べ
る
と
、
表
情
に
よ
っ
て
身

体
の
反
応
や
力
の
発
揮
が
変
わ
る
こ
と
を
実

感
で
き
ま
す
。
指
導
す
る
側
、
さ
れ
る
側
が

ど
の
よ
う
な
表
情
で
そ
の
場
に
い
る
か
に

よ
っ
て
、
場
の
空
気
、
い
わ
ば
波
動
や
気
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
も
変
わ
り
、
心
だ
け
で
な
く
身

体
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
も
影
響
を
与
え
る

の
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
指
導
者
自
身
が
楽
し
み
、

笑
顔
で
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。「
Ｊ
ｏ
ｙ

は
伝
染
す
る
」。
指
導
者
の
表
情
や
言
葉
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
想
像
以
上
に
選
手
へ
伝
わ

り
ま
す
。
指
導
者
が
挑
戦
を
楽
し
み
、
一
人

ひ
と
り
の
可
能
性
を
信
じ
る
姿
勢
が
、
選
手

　
令和８年　茨城県スポーツ指導者研修会

水戸地区研修会 令和８年９月６日（日）於：JAグル－プ茨城教育センター

「楽しく夢中にさせ、可能性を伸ばす育て方」

《講演Ⅱ》
講師　For C International LLC 代表

小山　佳恵
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ラ
ジ
オ
体
操
指
導
者

講
習
会
に
つ
い
て

県
西
支
部　

金 

子 

元 

則

　

２
０
２
８
年
ラ
ジ
オ
体
操
は
、
百
年
を

迎
え
ま
す
。

　
「
新
し
い
朝
が
き
た
、
希
望
の
朝
だ
。」

今
で
も
こ
の
歌
を
耳
に
す
る
と
、
小
さ
い

頃
広
場
に
集
ま
り
、
楽
し
く
行
っ
た
ラ
ジ

オ
体
操
を
懐
か
し
く
思
い
出
す
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

百
年
変
わ
ら
ず
歌
い
継
が
れ
、
ラ
ジ
オ

か
ら
流
れ
る
音
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か

す
。
外
国
に
類
を
見
な
い
ラ
ジ
オ
体
操
。

「
日
本
の
文
化
」
と
言
わ
れ
る
所
以
が
こ

こ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
」
で

き
る
ラ
ジ
オ
体
操
は
体
の
仕
組
み
に
基
づ

き
考
案
さ
れ
た
究
極
の
ス
ト
レ
ッ
チ
で
す
。

　

昨
今
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
社
会
環
境

の
変
化
に
伴
い
、
ラ
ジ
オ
体
操
人
口
は
減

少
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
一
方
で「
体
の
健
康
」「
社
会
参
加
」「
地

域
活
性
化
」
な
ど
多
く
の
面
で
効
果
が
出

て
い
ま
す
。

　

２
０
０
５
年
に
「
全
国
ラ
ジ
オ
体
操
連

盟
公
認
指
導
者
資
格
認
定
制
度
」
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
の

講
師
に
よ
る
講
習
会
を
受
け
る
こ
と
で

「
ラ
ジ
オ
体
操
指
導
員
」
の
資
格
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

指
導
者
を
育
成
す
る
た
め
に
、
か
ん
ぽ

生
命
保
険
加
入
者
協
会
が
講
師
を
派
遣
し

て
く
れ
る
制
度
で
す
。
教
員
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
な
ど
、
地

域
で
活
躍
す
る
立
場
の
方
を
対
象
に
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
西
支
部
で
は
こ
の
制
度
を
活
用
し
、

筑
西
市
の
協
力
を
得
て
講
習
会
を
開
催
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。「
ラ
ジ
オ
体
操

第
１
・
第
２
・
み
ん
な
の
体
操
」
の
３
種

目
の
実
技
を
２
時
間
程
度
受
講
し
ま
す
。

　
「
正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
」
を
会
得
す
る

こ
と
に
よ
り
、
自
信
を
も
っ
て
指
導
に
充

こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

是
非
、
多
く
の
方
が
受
講
さ
れ
、「
二

級
指
導
士
、
一
級
指
導
士
」
を
目
指
し
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時　

令
和
８
年
10
月
25
日
（
日
）

　
　
　

10
時
か
ら
12
時（
受
付
９
時
30
分
）

場
所　

筑
西
市
明
野
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

講
師　

岡 

本 

美 

佳 

氏

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
体
操
指
導
者
）

　
　
　

舘 

野 

怜 

奈 

氏

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
体
操
指
導
者
）

参
加
対
象　

約
70
名

参
加
料　

無
料

申
込
締
切　

令
和
８
年
10
月
21
日
（
水
）

（
一
財
）茨
城
陸
上
競
技
協
会

　

会 

長秋 

山 

哲 

男

　

一
般
財
団
法
人
茨
城
陸
上
競
技
協
会

は
、
昭
和
10
年
に
茨
城
陸
上
競
技
連
盟
と

し
て
発
会
し
、
翌
昭
和
11
年
か
ら
本
格
的

に
事
業
運
営
を
開
始
し
て
以
来
、
茨
城
県

に
お
け
る
陸
上
競
技
の
普
及
と
発
展
を
支

え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
２
０
２
６

年
に
創
立
90
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を

迎
え
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
り
積
み
重
ね

て
き
た
歩
み
は
、
多
く
の
関
係
者
の
ご
尽

力
と
、
競
技
者
、
指
導
者
、
審
判
員
の
皆

様
の
支
え
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
本
協
会
は
主
催
競
技
会
を
は
じ

め
、
主
管
競
技
会
を
含
め
て
年
間
１
２
３

に
及
ぶ
競
技
会
の
運
営
に
携
わ
っ
て
お
り

ま
す
。
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
る
一
つ
一

つ
の
競
技
会
は
、
競
技
力
向
上
の
場
で
あ

る
と
同
時
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
、
そ
し
て
地
域
の
活

力
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
大
切
な
機
会
で

す
。
こ
う
し
た
事
業
を
着
実
に
進
め
る
た

め
、
本
協
会
は
総
務
、
財
務
、
競
技
、
審

判
、
強
化
、
道
路
競
技
、
普
及
、
記
録
情

報
処
理
、
登
録
、
広
報
、
女
性
、
医
事
の

12
委
員
会
を
柱
と
し
て
組
織
運
営
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

近
年
は
、
部
活
動
の
地
域
展
開
や
ス

ポ
ー
ツ
環
境
の
変
化
を
背
景
に
、
陸
上
界

に
お
い
て
も
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
存
在
感
が

高
ま
り
、
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
育
成
と
、
そ

れ
を
支
え
る
指
導
者
の
養
成
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
重
要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う

し
た
中
で
本
協
会
は
、
普
及
活
動
と
強
化

活
動
を
両
輪
と
し
て
、
陸
上
競
技
の
楽
し

さ
を
広
く
伝
え
な
が
ら
、
ジ
ュ
ニ
ア
層
か

ら
将
来
日
本
を
代
表
し
、
世
界
へ
羽
ば
た

く
選
手
の
育
成
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
競
技
会
運
営
に
お
い
て
は
、
安

全
で
安
心
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
を

第
一
に
、
公
平
公
正
な
審
判
業
務
の
徹
底

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
本
協
会
は
、
競
技
者

が
日
頃
の
努
力
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
で

き
る
舞
台
を
守
る
た
め
、
審
判
技
術
の
向

上
と
資
質
の
研
さ
ん
に
引
き
続
き
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
１
０
０
周
年
に
向

け
て
茨
城
県
の
陸
上
競
技
界
を
担
う
総
括

団
体
と
し
て
、
競
技
力
の
向
上
と
競
技
環

境
の
充
実
に
取
り
組
み
、
陸
上
競
技
を
通

じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま

す
。
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

み
ん
な
の
広
場

（
公
財
）茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会

（
公
財
）茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会

加
盟
競
技
団
体
紹
介

加
盟
競
技
団
体
紹
介
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お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム

https://form
s.gle/iJgg5fyB55QcDzTd6

G
oogle W

orkspace

（
グ
ー
グ
ル
・
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
）

利
用
者
募
集
に
つ
い
て

　

本
協
議
会
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
と
の

情
報
共
有
と
連
絡
体
制
の
充
実
を
図
る
た

め
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
と
し
て
「GoogleW

orkspace

」
を

導
入
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

Google W
orkspace

を
利
用
す
る
こ

と
で
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

⑴
ス
ム
ー
ズ
な
情
報
配
信
：
研
修
会
や

講
習
会
等
の
案
内
を
、
メ
ー
ル
や
カ

レ
ン
ダ
ー
で
一
斉
に
お
届
け
し
ま

す
。

⑵
資
料
の
オ
ン
ラ
イ
ン
共
有
：
各
種
資

料
を
ク
ラ
ウ
ド
上
で
共
有
し
、
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
閲
覧
・
確
認
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

⑶
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
交
換
：
必
要
に

応
じ
て
、
ビ
デ
オ
会
議
ツ
ー
ル

（Google M
eet

）
を
利
用
し
た
意

見
交
換
や
会
議
が
行
え
ま
す
。

⑷
高
度
な
機
能
の
利
用
：
大
容
量
ス
ト

レ
ー
ジ
に
加
え
、
最
新
の
Ａ
Ｉ
ア
シ

ス
タ
ン
ト
（Gem

ini

）
を
業
務
や

指
導
の
サ
ポ
ー
ト
に
活
用
で
き
ま

す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
本
ツ
ー
ル
の
利
用
を

希
望
さ
れ
る
会
員
の
方
を
募
集
い
た
し
ま

す
。
本
サ
ー
ビ
ス
は
企
業
や
学
校
で
広
く

導
入
さ
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
通

常
は
1
人
あ
た
り
月
額1,600

円
以
上

か
か
り
ま
す
が
、
本
協
議
会
の
こ
れ
ま
で

の
活
動
実
績
が
評
価
さ
れ
、Google

社

とN
on-profit

（
非
営
利
団
体
）
契
約
を

結
び
、
独
自
ド
メ
イ
ン
（@

isportscc.
net

）
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
当
面
の
間
は
会
員
の
皆
さ

ま
の
追
加
費
用
負
担
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

（
※
来
年
度
以
降
は
、
今
年
度
の
利
用
状

況
等
を
踏
ま
え
、
通
常
の
利
用
代
金
で
は

な
く
「
シ
ス
テ
ム
管
理
者
費
用
」
と
し
て

年
額
数
百
円
程
度
の
ご
負
担
を
お
願
い
す

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
予
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
）

　

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「
申
込
み

フ
ォ
ー
ム
」よ
り
必
要
事
項
を
入
力
の
上
、

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

【
入
力
に
必
要
な
内
容
】

　

お
手
元
に
「
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
登

録
番
号
」
を
ご
用
意
い
た
だ
く
と
ス
ム
ー

ズ
で
す
。

・
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
登
録
番
号

・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
・
ロ
ー
マ
字
表

記
含
む
）

・
種
目
ま
た
は
資
格
種
別
（
ア
カ
ウ

ン
ト
作
成
の
略
号
に
使
用
し
ま
す
。

例
：
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
等
）

・
所
属
支
部
（
県
北
・
水
戸
・
中
央
・

県
南
・
県
西
・
鹿
行
・
そ
の
他
）

・
連
絡
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
初
期

設
定
の
案
内
に
必
須
で
す
。
携
帯

メ
ー
ル
の
場
合
は
「@

isportscc.
net

」
か
ら
の
受
信
許
可
設
定
を
お

願
い
し
ま
す
）

・
携
帯
電
話
番
号
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

保
護
の
た
め
の
「
2
段
階
認
証
」
に

必
ず
ご
本
人
の
番
号
が
必
要
で
す
）

【
お
申
し
込
み
後
の
流
れ
】

　

お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
後

日
、Google W

orkspace

の
ア
カ
ウ
ン

ト
情
報
（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
初
期
パ
ス

ワ
ー
ド
）
と
、
初
回
ロ
グ
イ
ン
方
法
を
記

載
し
た
簡
単
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
メ
ー
ル
に

て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

【
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
】

　

お
預
か
り
し
た
個
人
情
報
は
、
本
協
議

会
の
運
営
お
よ
びGoogle W

orkspace

を
利
用
し
た
連
絡
・
情
報
提
供
の
目
的
以

外
に
は
一
切
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
下

記
の
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
よ
り
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

詳しくはこちら
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http://www.ibaraki-sports.or.jp/

本協議会事務局便り
✎本協議会規約第 19 条に基づき下部組織６支部の前年度と

今年度の会員人数増減は、下表の通りであります。但し、バ
スケットボール・サッカー競技は除く

✎６支部市町村別の会員人数（９月１日現在）

広報委員会
広
報
委
員
長

米
川
　
　
優
（
県
北
支
部
）

広
報
副
委
員
長

加
藤
木
す
え
子
（
水
戸
支
部
）

広
報
担
当
副
会
長

渡
辺
　
吉
光
（
県
南
支
部
）

広
報
委
員

高
松
　
淑
子
（
県
北
支
部
）

岡
野
　
秀
一
（
水
戸
支
部
）

舛
井
　
幸
子
（
水
戸
支
部
）

黒
沢
　
勝
秀
（
中
央
支
部
）

武
石
　
良
男
（
中
央
支
部
）

君
和
田
治
也
（
鹿
行
支
部
）

高
野
　
照
代
（
鹿
行
支
部
）

小
林
　
　
誠
　（
県
南
支
部
）

藤
田
　
道
子
（
県
南
支
部
）

野
村
　
正
巳
（
県
西
支
部
）

鈴
木
　
美
和
（
県
西
支
部
）

編 集 後 記

【広報に関する連絡先】

茨城県日立市かみあい町
ＴＥＬ  
メール　kamiai_yone@yahoo.co.jp
　　　　　　茨城県スポーツ指導者協議会
　　　　　　　　　広報委員長　米川　優

皆様のご意見、ご投稿を
お待ちしております！

『研修会参加料振込み用紙（払込取扱票）』見本
郵便局払込取扱票用紙

次
回
の
会
報
94
号
発
行
は

令
和
９
年
３
月
15
日
︵
予
定
︶

　

第
93
号
会
報
発
行
に
あ
た

り
皆
様
に
は
原
稿
執
筆
を
賜

り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ご
愛
読
い
た

だ
け
る
会
報
に
な
る
よ
う
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
ご

意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
︒

市　町　村 令和７年度 令和８年度 増　減
⑴ 県北支部（４市）

常陸太田市 36名 41名 ➚５名
日立市 174名 189名 ➚15名
高萩市 19名 20名 ➚１名
北茨城市 22名 22名 ➙０名

計 251名 計 272名 計 ➚21名
⑵ 水戸支部 1市

水戸市 247名 274名 ➚27名
計 247名 計 274名 計 ➚27名

⑶ 中央支部（11市町村）
ひたちなか市 141名 174名 ➚33名
笠間市 60名 66名 ➚６名
那珂市 53名 55名 ➚２名
小美玉市 60名 63名 ➚３名
常陸大宮市 36名 39名 ➚３名
茨城町 27名 29名 ➚２名
大洗町 ４名 ６名 ➚２名
城里町 16名 16名 ➙０名
大子町 13名 13名 ➙０名
東海村 59名 65名 ➚６名
※水戸市 １名 １名 ➙０名

計 470名 計 527名 計 ➚57名
⑷ 鹿行支部（５市）

行方市 31名 38名 ➚７名
鹿嶋市 63名 78名 ➚15名
神栖市 69名 84名 ➚15名
潮来市 18名 23名 ➚５名
鉾田市 46名 49名 ➚３名

計 227名 計 272名 計 ➚45名
⑸ 県南支部（14市町村）

つくば市 206名 257名 ➚51名
つくばみらい市 37名 41名 ➚４名
牛久市 52名 60名 ➚８名
取手市 81名 94名 ➚13名
守谷市 57名 66名 ➚９名
石岡市 66名 82名 ➚16名
土浦市 109名 119名 ➚10名
龍ヶ崎市 42名 43名 ➚１名
かすみがうら市 34名 32名 ➘２名
稲敷市 38名 41名 ➚３名
阿見町 40名 41名 ➚１名
利根町 12名 10名 ➘２名
河内町 ５名 ５名 ➙０名
美浦村 ９名 11名 ➚２名

計 788名 計 902名 計➚114名
⑹ 県西支部（10市町）

古河市 66名 77名 ➚11名
下妻市 35名 42名 ➚７名
坂東市 30名 35名 ➚５名
常総市 42名 49名 ➚７名
桜川市 49名 53名 ➚４名
筑西市 89名 105名 ➚16名
結城市 38名 49名 ➚11名
八千代町 16名 21名 ➚５名
境町 13名 18名 ➚５名
五霞町 ２名 １名 ➘１名

計 380名 計 450名 計 ➚70名
総合計 2363名 2697名 ➚334名

※上記の資料通り本協議会に会員人数が、令和７年度より令和
８年度は、334 名が増加しました。


